
公安委員会説明資料 

令和７年 10 月１日 

警 務 部 警 務 課 

「令和７年新潟県被害者支援連絡協議会定期総会」及び「被害者支援講演会」の開催について 

項目 内                容 

 

協 議 会 

設立目的 

 

犯罪被害者及びその家族（以下「被害者等」という。）の置かれている現状

を踏まえ、被害者等の視点に立って、関係行政機関、団体等が緊密な連携を図

り、被害者等のニーズに応じた支援活動を効果的に推進することを目的とし

て、平成 10 年７月 27 日に設立されたもの。 

開催内容 

 

１ 定期総会 

⑴ 日時 

   令和７年 10 月 30 日(木) 午後２時から午後３時 05 分まで 

⑵ 場所 

    新潟県自治会館別館９階 コンベンションホール「ゆきつばき」 

⑶ 出席者 

   顧問（警察本部長、新潟大学法学部教授）、会長以下約５０人（昨年度） 

⑷ 開催内容 

ア 議案審議 

   副会長改選、令和８年活動計画（案） 

イ 会員による各種施策等の説明 

  ・新潟県総務部県民生活課 

「第２次新潟県犯罪被害者支援推進計画案について」 

・日本司法支援センター新潟地方事務所（法テラス新潟） 

 犯罪被害者等支援弁護士制度について【仮題】 

・県警本部警務課 

     令和７年版協議会支援別一覧表について 

２ 講演会 

⑴ 日時 

   令和７年 10 月 30 日(木) 午後３時 20 分から午後４時 50 分まで 

⑵ 場所 

    新潟県自治会館本館１階「講堂」 

⑶ 出席者 

    会員、警察職員、市町村職員等 

⑷ 講演内容等 

演題 

「娘の命を奪われて～犯罪被害者等の心情・現状・支援の重要性について～」 

     交通死亡事故被害者遺族  和氣 みち子 氏 

講師は、交通事故によりご家族を亡くされた交通死亡事故被害者遺族であ

り、現在は、被害者支援センターとちぎ理事、全国被害者支援ネットワーク

理事、内閣総理大臣を会長とする犯罪被害者等施策推進会議の委員を務めら

れている。 

被害者が置かれている現状や悪質交通事件の厳罰化、今後の被害者支援施

策などについて、講演会や「命の大切さを学ぶ教室」の他、企業での講演を

行っている。 
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区 分

会　長

新潟市

　警務課長

　総務課長

　広報広聴課長

　生活安全企画課長

　人身安全対策課長

　少年課長

　刑事総務課長

　捜査第一課長

　組織犯罪対策課長

　交通企画課長

　交通指導課長

新 潟 県 被 害 者 支 援 連 絡 協 議 会 構 成 員

　新潟県医師会 会長

　新潟県臨床心理士会 会長

　新潟県総務部長

　新潟労働局職業安定部訓練課長

　国土交通省北陸信越運輸局交通政策部バリアフリー推進課長

会　員

組 織 ・ 団 体 等 名

　新潟県警察警務部長

新潟県

警察本部

顧　問

　全国共済農業協同組合連合会　新潟県本部長

　自動車事故対策機構新潟主管支所　支所長

　新潟少年学院　　首席専門官

　新潟県福祉保健部長

　新潟海上保安部  部長

　新潟県弁護士会 会長

　新潟県女性財団 理事長

　新潟地方検察庁三席検事

　新潟保護観察所 所長

　日本司法支援センター新潟地方事務所 所長

交通部

　知事政策局 政策企画課長

　福祉保健部　こども家庭課長

　教育庁　総務課長

　中央福祉相談センター　所長

　精神保健福祉センター　所長

警務部

生活安全部

刑事部

　市民生活部市民生活課長

　総務部 県民生活課長

　新潟県防犯協会　専務理事

　新潟県交通安全協会 会長

副会長

　新潟大学法学部 教授

　新潟県警察本部長

　新潟いのちの電話　理事長

　にいがた被害者支援センター　理事長

　新潟県暴力追放運動推進センター　専務理事

　新潟刑務所　首席矯正処遇官（企画担当）　

 



※ ( )内は前年同期比、数値は暫定値

　 　○　全刑法犯の認知件数は 件（ 件、 ％）
　　 ○　重要犯罪の認知件数は 件（ 件、 ％）
　　 ○　窃盗総数の認知件数は 件（ 件、 ％）

　　 ○　検挙件数は 件（ 件、 ％）
　　 ○　検挙人員は 人（ 人、 ％）
　　 ○　検挙率は ％（ ポイント）

全刑法犯

重要犯罪

殺人

強盗

放火

不同意性交等

略取誘拐・人身売買

不同意わいせつ

窃盗総数

重要窃盗

侵入盗 ※

自動車盗

ひったくり

すり

上記以外の刑法犯

　 ※侵入盗とは、空き巣、忍込み、事務所荒しなどをいう

　１　刑法犯の概況

-47
+110

認知件数 検挙件数
　２　罪種別状況
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令 和 ７ 年 10 月 1 日
刑 事 部 刑 事 総 務 課

生活安全部生活安全企画課

令和７年８月末の犯罪情勢について

4,032
124

6,181

-264
+24

　(1)　認知状況
-3.2

+24.0

+5.8
-1.3

-206

刑 事 部 組 織 犯 罪 対 策 課

８月末
令和７年 前年 令和７年 前年

-6.1

55.6
2,003
3,437

+1.1

5

57

検挙率 検挙人員

6,181

124

15

+1.1 

+2.1 

+70.0 

2,003

93

13

令和７年 前年 令和７年 前年
同期比 ８月末 同期比 ８月末 同期比 ８月末 同期比

4

2,025

-206 

+24 

+13 

+5 

-2 

±0 

+1 

+7 

-264 

-293 

-280 

-12 

-1 

±0 

4,032

445

426

14

1

11

4

32

+34 

3,437 -47 

108 +23 

18 +17 

10 +2 

5 -1 

23 -3 

4 -1 

48

7 +5 

1,142 -50 

55.6

87.1

120.0

90.9

80.0

75.7

0.0

319 -293 

11 -3 

0 ±0 

+9 

2,187 -20 

337 -291 

-45.0 

84.2 +6.2 

54.2 +2.8 

-42.4 

125.0 +25.0 

71.9 -9.4 

±0.0 

175.0 +125.0 

56.4 -3.5 

-9.4 

74.9 -11.8 

78.6 +24.8 +2 

±0 

+3 

1,024

68

56

8

0

13

5

28

3

31

-74 

　(2)　検挙状況

4

886

+110 

+27 

+11 

+6 

±0 

+8 

-1 

+3 

+157 

-2 

-7 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 計

R5 481 540 739 690 739 805 756 802 821 868 740 691 8,672

R6 534 691 688 813 883 902 932 944 797 815 783 635 9,417

R7 519 539 667 796 861 976 940 883 6,181

0

500

1,000
認知件数の推移（月別）
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     (2) ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の認知状況

　    　　投稿３件【3.5％】、その他１件【1.2%】

   ３　特殊詐欺、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の概況
     (1) 特殊詐欺の認知状況
　    ○　認知件数は、167件(＋58件、＋53.2%)
　    ○　被害総額は、６億6,520万円(＋３億1,493万円、＋89.9%)
　    ○　当初の接触ツールは、電話104件【62.3%】、メール・メッセージ48件【28.7%】
　　　　　ポップアップ表示12件【7.2%】、その他３件【1.8%】
　    ○　交付形態は、振込111件【66.4%】、現金手交14件【8.4%】、現金送付13件【7.8%】
　    　　電子マネー18件【10.8%】、キャッシュカード手交８件【4.8%】、その他３件【1.8%】

　    ○　認知件数は、86件(－７件、－7.5%)
　    ○　被害総額は、９億6,029万円(－１億7,804万円、－15.6%)
　    ○　当初の接触手段は、ダイレクトメッセージ65件【75.6%】、バナー等広告17件【19.7％】

　    ○　ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の検挙件数は、４件（＋４件）
　    ○　ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の検挙人員は、３人（＋３人）

　　　○　交付形態は、振込61件【70.9%】、暗号資産22件【25.6%】、電子マネー２件【2.3%】

　　　　　その他１件【1.2%】

　　 (3) 検挙件数・人員等
　    ○　特殊詐欺の検挙件数は、62件（＋21件、＋51.2％）
　    ○　特殊詐欺の検挙人員は、14人（＋１人、＋7.7％）

（被害額の単位：万円）

増減

件数 被害額 件数 被害額 件数 被害額
区　　分

令和７年 (８月末) 令和６年 (８月末)

+31,493

 オレオレ詐欺 74 54,832 30 9,890 +44 +44,942

  特 殊 詐 欺 167 66,520 109 35,027 +58

+1,885

 架空料金請求詐欺 66 6,865 45 20,759 +21 -13,894

 預貯金詐欺 7 1,885 1 0 +6

 金融商品・ギャンブル

交際あっせん・その他 5 1,140 7 521 -2 +619

-452

 融資保証金詐欺 1 193 1 60 ±0 +133

 還付金詐欺 14 1,605 20 2,057 -6

-1,740

86 96,029 93 113,833 -7 -17,804

 キャッシュカード詐欺盗 0 0 5 1,740 -5

ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺

+7,085

 ＳＮＳ型ロマンス詐欺 48 27,097 43 51,986 +5 -24,889

 ＳＮＳ型投資詐欺 38 68,932 50 61,847 -12

件  数 人  員

令和７年 令和６年 令和７年 令和６年

(８月末) (８月末) (８月末) (８月末)

 特　殊　詐　欺　本　犯

-4

45 54 -9 32 34 -2

1 2 -1 0 0 ±0

+1

+3

2 0 +2

±0

0 2 -2 0 1 -1

33 36 -3 31 28 +3

 ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺 4 0 +4 3 0

11 6 +5 0 0

1 10 -9 1 5

2 0 +2 1 0

2 0 +2

 キャッシュカード詐欺盗

 金融商品・ギャンブル・交際あっせん・その他

29 24 +5 12 9 +3

区　　分
増減

1

26

0

0

1

0 0 0

 オレオレ詐欺

 預貯金詐欺

 架空料金請求詐欺

 還付金詐欺

 融資保証金詐欺

増減

62 41 +21 14 13 +1

0

0

25

1

　組織的犯罪処罰法

ＳＮＳ型投資詐欺

ＳＮＳ型ロマンス詐欺

±0

 助　長　犯　罪

　口座詐欺

　犯罪収益移転防止法

　携帯電話不正利用防止法等、その他

-1

-1

±0

±0

2

0

0

0

+3

+19

-6

+1

±0

3

6

6



 ４　特殊詐欺等に係る被害防止の取組（令和７年８月末）

  (1) 声掛け阻止状況

　ア　特殊詐欺

115 件

（ +10 件、 +9.5% )

   ○ 特殊詐欺の　　　

12,815 万円

（ +7,949 万円、 +163.4% )

　イ　SNS型投資・ロマンス詐欺

   ○ SNS型投資・ロマンス詐欺の

　　　声掛け阻止件数は 24 件

（ -3 件、 -11.1% )

　 ○ SNS型投資・ロマンス詐欺の

　　　声掛け阻止金額は 4,119 万円

（ -1,132 万円、 -21.6% )

  (2) 予兆事案に係る相談の受理状況

　ア　特殊詐欺

　 ○ 特殊詐欺の予兆事案に係る相談の受理件数は

件　（ +2,493 件、 +133.9% ）

　イ　SNS型投資・ロマンス詐欺

　 ○ SNS型投資・ロマンス詐欺の予兆事案に係る相談の受理件数は

111 件　　（ +25 件、 )

148 件　　（ +94 件、 )

259 件　　（ +119 件、 )合計 +85.0%

SNS型投資詐欺 +29.1%

SNS型ロマンス詐欺 +174.1%

4,355

 　○ 特殊詐欺の

　　　声掛け阻止件数は

　　  声掛け阻止金額は

※ 欺罔手段に用いられたツールのその他はポップアップ・ＦＡＸ送信・パソコン修理名目のサポート

※ その他の手口は預貯金・融資保証金・金融商品・ギャンブル・詐欺盗など

※ その他は、第三者の声掛けにより 阻止されたもの

※ その他は、第三者の声掛けにより阻止されたもの

※ その他は、X・TikTok・メール等

【被害防止対策】

○ 国際電話利用休止申込み専用ブースの設置【本部・各所属】

○ 特殊詐欺等被害防止マイスター認定書の贈呈【長岡】

○ 高校生による特殊詐欺被害防止川柳の創作と防犯機能付き電話機プレゼント

キャンペーンの開催【江南】

前年同期比 前年同期比

　総数 115 +10 12,815 +7,949

金融機関 52 +33 12,061 +8,249

コンビニ等 46 -21 424 -240

その他 17 -2 330 -60

声掛け阻止件数 声掛け阻止金額(万円)

前年同期比 前年同期比

　総数 24 -3 4,119 -1,132

金融機関 19 -6 4,105 -1,121

コンビニ等 4 +2 14 -11

その他 1 +1 0 ±0

声掛け阻止件数 声掛け阻止金額(万円)

電話 （前年同期比） メール （前年同期比） ハガキ・封書 （前年同期比） その他 （前年同期比）

3,797 ( +2,439 ) 303 ( +16 ) 10 ( +2 ) 245 ( +36 ) 4,355 ( +2,493 )

架空料金 311 ( -210 ) 241 ( -31 ) 9 ( +1 ) 224 ( +23 ) 785 ( -217 )

オレオレ 3,336 ( +2,738 ) 35 ( +30 ) 1 ( +1 ) 8 ( +5 ) 3,380 ( +2,774 )

還付金 143 ( -81 ) 3 ( +2 ) 0 ( ±0 ) 0 ( ±0 ) 146 ( -79 )

その他の手口 7 ( -8 ) 24 ( +15 ) 0 ( ±0 ) 13 ( +8 ) 44 ( +15 )

欺罔手段に用いられたツール
合計 （前年同期比）

　総数

フェイスブック （前年同期比） LINE （前年同期比） インスタグラム （前年同期比） マッチングアプリ （前年同期比） その他 （前年同期比）

総数 46 ( +26 ) 23 ( +3 ) 56 ( +22 ) 26 ( +10 ) 108 ( +58 ) 259 ( +119 )

投資 11 ( +3 ) 14 ( -3 ) 23 ( +6 ) 2 ( -2 ) 61 ( +21 ) 111 ( +25 )

ロマンス 35 ( +23 ) 9 ( +6 ) 33 ( +16 ) 24 ( +12 ) 47 ( +37 ) 148 ( +94 )

当初接触ツール
合計 （前年同期比）



公 安 委 員 会 説 明 資 料 

令 和 ７ 年 1 0 月 １ 日 

刑事部組織犯罪対策課 

 

ＪＡバンク新潟グループとの「特殊詐欺等撲滅に向けた情報の連携・協力に 

関する協定」締結式の実施について 

趣 旨 

新潟県内の令和６年中の特殊詐欺及びＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の

被害額は 23 億円を超え、今年に入ってからも７月末までの特殊詐欺の

被害額は約５億６千万円と前年同期比の約７割増となるなど極めて憂

慮すべき状況にあることから、一層複雑化・巧妙化する特殊詐欺等の被

害から県民を守るため、県警察がＪＡバンク新潟グループと情報共有型

連携協定を締結することで、迅速な情報共有による抑止と検挙に向けた

対策を強力に推進する。 

内 容 

１ 日時・場所 

  令和７年 10 月 16 日（木）午前 11 時から 

  ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟 

２ 出席者 

  〇 新潟県警察本部長 〇 刑事部長 〇 生活安全部長 

  〇 ＪＡバンク新潟県信連 代表理事理事長 島本 春幸 氏 

  ○ 県内ＪＡ８団体の代表理事組合長８名（ＪＡ新潟市、ＪＡ北新

潟、ＪＡ新潟かがやき、ＪＡ佐渡、ＪＡえちご中越、ＪＡみなみ

魚沼、ＪＡ魚沼、ＪＡえちご上越） 

３ 式次第 

  ・開会 ・警察本部長挨拶 ・ＪＡバンク新潟県信連理事長挨拶  

・ＪＡバンク新潟県信連による協定概要説明（マスコミ向け） 

・写真撮影 

協 定 の 概 要 

１ 特殊詐欺等の被害防止に向けた取組の強化 

２ 特殊詐欺等の被害及びおそれがある事案認知時における迅速な 

情報共有 

３ 口座の不正利用防止に向けた対策の強化 

４ その他顧客の財産保護及び県民の安全・安心の確保に資する活動 

参 考 事 項 

○ 協定書は令和７年 10 月１日付けで調印とし、締結式では協定書の

締結を実施せず、調印済みの協定書の披露を行う。 

○ 締結式前の午前 10 時 30 分から同会場において「特殊詐欺等被害防

止連絡会」を実施し、特殊詐欺特別捜査室員がＪＡバンク新潟グルー

プの各理事長に対し新潟県内の特殊詐欺の被害状況等を説明する。 

○ ＪＡバンク新潟県信連の概要 

  ・所在地 新潟市中央区東中通一番町 189 番地３ 

○ 県内ＪＡ８団体及び窓口営業店舗数 

  ＪＡ新潟市（９店舗）、ＪＡ北新潟（13 店舗）、ＪＡ新潟かがやき

（27 店舗）、ＪＡ佐渡（７店舗）、ＪＡえちご中越（22 店舗）、ＪＡみ

なみ魚沼（５店舗）、ＪＡ魚沼（14 店舗）、ＪＡえちご上越（29 店舗） 
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